
 

平成
へいせい

２４年５月２２日に、東京
とうきょう

スカイツリ

ーが開業
かいぎょう

しました。その高さ
たか  

は６３４ｍで

す。世界一
せかいいち

高い
たか  

、自立式
じりつしき

電波塔
でんぱとう

です。 

これだけ高い
たか  

ものを作る
つく   

のには、最先端
さいせんたん

の

日本
に ほ ん

の技術
ぎじゅつ

が使われて
つか     

います。 

それと同時
ど う じ

に、地震
じ し ん

で倒れたり
たお      

、壊れたり
こわ     

し

ないような技術
ぎじゅつ

も使われて
つか     

います。その技術
ぎじゅつ

は、日本
に ほ ん

で昔
むかし

から使われて
つか     

いる技術
ぎじゅつ

なのです。六年生が修学
しゅうがく

旅行
りょこう

で行く東照宮
とうしょうぐう

には、五重塔
ごじゅうのとう

があります。これを作った
つく     

技術
ぎじゅつ

をお手本
  てほん

として、スカイツリーが作られた
つく      

という話
はなし

を聞
き

きました。 

五重塔
ごじゅうのとう

にもスカイツリーにも中心
ちゅうしん

に「心柱
しんばしら

」という一本
いっぽん

の柱
はしら

があります。地震
じ し ん

や強風
きょうふう

の時
とき

には、この柱
はしら

がおもりと

なって、全体
ぜんたい

があまり揺れない
ゆ    

ようになっているそうです。 

今
いま

から４００年ほど前
    まえ

に作られた
つく      

東照宮
とうしょうぐう

ですが、その時
とき

の

技術
ぎじゅつ

は今
いま

でも生かされて
い     

いるということです。日本人
にほんじん

の知恵
ち え

と、それを受け継ぐ
う  つ  

力
ちから

って、本当
ほんとう

にすごいですね。 

                    村越 新 

  


